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二宮町都市公園条例の一部を別紙のように改正する。 
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〔提案理由〕 

都市公園法施行令の一部改正により、政令の基準を参酌して新たに運動施設率を定め

るとともに、有料公園施設の使用料を無料化することに伴い、本条例に必要な改正をす

るために提案する。 
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二宮町都市公園条例の一部を改正する条例 

 

二宮町都市公園条例（昭和55年二宮町条例第２号）の一部を次のように改正する。 

第１条の５の見出しを「（公園施設の建築面積等）」に改め、同条に次の１項を加える。 

６ 令第８条第１項の条例で定める割合は、100分の50とする。 

第５条の２を削る。 

第10条第１項各号中「別表２」を「別表」に改める。 

第10条の２を削る。 

別表１を削る。 

別表２第４項を削り、同表を別表とする。 

 

附 則 

この条例は、平成30年４月１日から施行する。 



 

二宮町都市公園条例の一部を改正する条例の新旧対照表  

改正後 改正前 

（公園施設の建築面積等） （公園施設の建築面積の基準） 

第１条の５ （略） 第１条の５ （略） 

２～５ （略） ２～５ （略） 

６ 令第８条第１項の条例で定める割合は、100分の50とする。 

 

  

 

 （有料公園施設） 

  第５条の２ 町が管理する公園施設のうち、有料の公園施設（以下「有料公園施設」と

いう。）は別表１に掲げる施設とする。 

  

 

２ 有料公園施設の利用に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

（使用料） （使用料） 

第10条 都市公園を使用する者は、次の各号に掲げる使用の区分により、それぞれ当該

各号に定めるところによる額の使用料を納付しなければならない。 

第10条 都市公園を使用する者は、次の各号に掲げる使用の区分により、それぞれ当該

各号に定めるところによる額の使用料を納付しなければならない。 

(１) 公園施設を設置し、又は管理して都市公園を使用する場合、別表に掲げる区分

により同表で定める額 

(１) 公園施設を設置し、又は管理して都市公園を使用する場合、別表２に掲げる区

分により同表で定める額 

(２) 次号で規定する場合を除き、公園施設以外の工作物その他の物件又は施設を設

置し、都市公園を占用する場合、別表に掲げる区分により同表で定める額 

(２) 次号で規定する場合を除き、公園施設以外の工作物その他の物件又は施設を設

置し、都市公園を占用する場合、別表２に掲げる区分により同表で定める額 

(３) 第４条第１項各号に掲げる行為をして都市公園を使用する場合、別表に掲げる

区分により同表で定める額 

(３) 第４条第１項各号に掲げる行為をして都市公園を使用する場合、別表２に掲げ

る区分により同表で定める額 

２・３ （略） 

 

２・３ （略） 

 

  

 

第10条の２ 有料公園施設を利用しようとする者は、別表２に定める額の使用料を納付

しなければならない。 



 

改正後 改正前 

  

 別表１（第５条の２関係） 

 公園名 施設名 

吾妻山公園 ローラーすべり台 
 

別表（第10条第１項関係） 

 

１ （略） 

 

２ （略） 

 

３ （略） 

別表２（第10条第１項関係） 

 

１ （略） 

 

２ （略） 

 

３ （略） 

 

４ 第10条の２の場合の使用料 

備考 中学生以下が利用する場合は、無料とする。 
 

公園名 区分 単位 金額 

吾妻山公園 ローラーすべり台 １回 100円 

 


